



























































































































































































































































































































































































く行かず「ペタラギJでようやく成功している。以後韓国では、 K ・ S生「月J
（一九二一）、許永鏑「矛盾J （一九二一）、朱耀翰「初恋の値段」 （一九二
五）、金基鎮「若い理想主義者の死」 （一九二五）、玄鎮健「故郷」 （一九二
五）、金東仁「ペタラギ」 （一九二一） 「K博士の研究」（一九二九） 「狂炎ソ
ナタJ （一一九二九） 「赤い山」（一九三二） 「狂画師J （一九三五）、金東里



















右衛門の最後」 （一九O二） 「新築の家」 （一九O三） 「悲劇」 （一九0四）、
島崎藤村の「老嬢」 （一九0四） 「旧主人J （一九O四） 「爺j （一九O三）、































































































































彼、 「台刑」 （一九二五）の彼、 「赤い山」 （一九三0）のイコ、玄鎮健の
「貧妻J （一九二一） の私、 「酒を勧める社会」 （一九二一）の夫、 「運のよ
い日」 （一九二四）の金センチ、李孝石の「都市と幽霊J （一九二八）の陳書
房、 「奇遇J （一九二九）のチャノ、輸鎮午「創涼亭記」 （一九三八）の私、




























































































































































































































































は、 「おとづれ」 （一八九七） 「帰去来」 （一九O一） 「少年の悲哀」 （一九
O二） 「春の鳥」 （一九O二） 「運命論者」 （一九O三） 「女難」 （一九O
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＊討譜要旨
金子幸代氏は、 ①金東仁自身の独歩観を示す資料はあるか、 ②「運命」が書かれた時期は鴎外や激
石も運命について書いており、日本の文壇や社会が運命を乗り越えるということに関心を持っていた
が、金東仁は宿命という語も使っている、これはどのように違うのか、と尋ね、発表者は、 ①彼自身
の文章には出てこない（芥川や有島には言及している）し、日本文学からの影響はないとも言ってい
るが、彼が日本留学中に出していた雑誌に「運命」が紹介されているので、読んだことは確実である、
ω運命という語は3回出てくるだけだが小説の中では重要な意味を持っている、そのほかに宿命も使っ
ているが、これは緯国の 「恨（ハン）Jと関わりのあることばで、そこに韓国らしさを出そうとした
彼のオリジナリティがある、と答えた。
アニタ・カンナ氏は、独歩はインドにおいては告白文学の先駆者として知られている、近親相姦が
タブーであるのは、儒教文化圏だけではなく、一般的であり、人間のモラルの問題であろう、独歩に
はそれを破る勇気があったのではないか、と尋ね、発表者は、独歩はヨーロッパの小説から新しいモ
チーフを得てさまざまな小説のスタイルを開拓したのであって、必ずしも自分自身の内面告白とは限
らない、と答えた。
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